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(i) 

△ ABDの面積は  sinsin
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ADACADAB   

 CAD であるから、△ ACDの面積は )sin(
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  ADAC  

CDBD であるから、△ ABDの面積と△ ACDの面積は等しい。 
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sin   ADACADAC   sin2)sin(   (証明終) 

 

(ii) 

(i)で示した式より 1sin2)sin(    
2

1
sin   
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
   3 は鋭角である。 

 43  が成り立つとき 
2

32


    3sin)sin(2sin   

(i)で示した式を代入すると  3sinsin22sin   ──① ①が成り立つことを示せばよい。 

 

左側の不等式について 0)cos1(sin2cossin2sin22sinsin2     sin22sin   

次に、  322 sin4sin3sin)sin21()cos1(sin2sin2coscos2sin3sin  であるから、 

右側の不等式について 

 0)sin21)(sin21(sinsin4sinsin23sin 3     3sinsin2   

 

以上により、①が成り立つから、  43  が示された。(証明終) 
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